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中学生のストレス反応と教師による支援との関連 
―大学生との比較から― 

○今村慎吾（鹿児島市立皇徳寺中学校） 関山 徹（鹿児島大学） 
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問題と目的 

ストレス反応やレジリエンス要因，ソー

シャルサポート源・ソーシャルサポート種

が成長段階によって示す傾向（共通性や相

違性）を大学生との比較から明らかにして，

中学生のストレス軽減に対する教師の介

入のあり方を検討することを目的とした。 

方   法 

対象者 Ａ県の公立中学校２校の１～３

年生計 647 名（男子 324 名・女子 323 名），

大学生２～４年生計 140 名（男子 72 名・女

子 68 名） 

調査時期 中学校Ａ校は 2016 年３月，中

学校Ｂ校は 2016 年 10 月に実施。大学生の

調査は 2017 年１月に実施。 

質問紙 

１．「中学生用ストレス反応尺度」（岡安ら，

1992）の短縮版 16 項目（４件法） 

２．「二次元レジリエンス要因尺度」（平野，

2010）より各因子の因子負荷量最下位の１

項目を除いた各２項目計 14項目（４件法） 

３．３つのサポート源（家族・先生・友人）

に対して，「学生用ソーシャル・サポート尺

度」（久田ら，1989）の中学生版から岡安ら

（1993）が機能的な面から分類した情緒的

サポート 12 項目から抜粋して４項目にし

た計８項目。（４件法） 

４．中学生用対人ストレスコーピング尺度

（鴛渕，2009）の計 23 項目（４件法，大学

生のみ） 

結果と考察 

比較の結果を Table１に示した。結果か

ら教師の介入のあり方を２つの視点に集

約できるといえよう。一つ目の視点は「外

的資源をいかに引き出し，活用するか」と

いう視点である。中学生段階では「資質的

要因」や外的要因であるソーシャルサポー

トに頼ってストレッサーに対処している

傾向がみられた。それゆえに，未成熟な中

学生の段階にあっては外的資源との関わ

りがストレッサーに対処していく上で重

要なカギを握るものと考えられる。 

二つ目の視点は「後天的な要因をいかに

獲得させるか」という視点である。ストレ

ス反応は成長に伴って外側に向けられる

反応から内側に向けられる反応へと変化

する。そこで，成長の過程で獲得される「後

天的な要因」がストレッサー対処のカギと

なると考えられる。そこに教師の介入の余

地があるとするならば，教師が意図的に

「援助要請」や「積極的対処」型のコーピ

ングの活用を促進する取組や環境づくり

を進めていくことが中学生のストレス軽

減に寄与すると考えられよう。 

中学生 Ｎ＝584 大学生 Ｎ＝132

平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ ｔ値 群

ストレス反応

不機嫌・怒り感情 3.00 2.97 2.14 2.08 3.92 *** 中＞大

身体的反応 4.09 3.18 3.92 2.54 .65 n.s

抑うつ・不安感情 1.32 2.36 1.96 2.45 -2.77 ** 中＜大

無力的認知・思考 3.09 3.01 3.61 2.83 -1.81 ☨ 中＜大

レジリエンス

資質的要因 12.42 4.93 11.69 4.05 1.74 ☨ 中＞大

楽観性 3.25 1.63 3.24 1.31 .03 n.s

統御力 3.27 1.60 3.28 1.33 -.06 n.s

社交性 2.95 1.78 2.35 1.74 3.52 *** 中＞大

行動力 2.95 1.20 2.82 1.31 .92 n.s

獲得的要因 8.91 3.87 9.52 3.05 -1.98 * 中＜大

問題解決志向 2.81 1.68 3.17 1.37 -2.67 ** 中＜大

自己理解 3.30 1.54 3.53 1.28 -1.81 ☨ 中＜大

他者心理の理解 2.81 1.56 2.82 1.25 -.11 n.s

ソーシャルサポート源

家族 16.39 5.87 17.12 4.56 -1.56 n.s

先生 13.36 6.14 11.86 4.71 3.13 ** 中＞大

友人 18.62 4.83 17.08 4.35 3.35 ** 中＞大

ソーシャルサポート種

実体 17.83 4.98 17.06 4.01 1.91 ☨ 中＞大

情報 5.98 1.90 5.86 1.76 .65 n.s

情緒 24.56 6.39 23.14 5.25 2.69 ** 中＞大

Table１　中学生と大学生の平均値及び標準偏差と多重比較結果

***ｐ＜.001，**ｐ＜.01，*ｐ＜.05，☨ｐ＜.10
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